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質である Invorcrin, Small proline rich–proteins（SPRs）などが必要である．これらの基質タンパク
質の細胞質内から細胞膜への移行および TGMによる架橋結合により形成される．我々は周辺帯関連タ
ンパク質である SPRs，TGM1および TGM3の分布を OLPで検索した．














SPR1bと SPR2の分布は TGM1と一致し，SPR1aと SPR3の分布は TGM3と一致していることから，












ム（有袋類）の CTは，哺乳類 CTよりも魚類 CTに相同性が高いことがゲノムプロジェクトにより明
らかにされた．本研究は，カモノハシ CTおよびオポッサム CTのアクチンリング破壊活性および細胞
内 cAMP産生誘導能を用量依存的に測定し，ヒト CTおよびサケ CTの活性と比較した．













































































































（total MSNA）で評価し，COは SVと HRの積から算出した．圧受容器反射感受性は， 5分間の連
続動脈圧の圧拡張期血圧（DBP）を 3mmHgのビン毎にグルーピングしその範囲の100拍あたりの











































































欠損株（欠損株）を作成した．次に，P. gingivalis W83と欠損株を 8週齢の BALB/cマウスに皮下接
種し，致死率と炎症の程度を比較した．さらに，両株を用いてマウスに週 2回の経口投与を 3週間行い，
4週間体重測定を行った．























　Pannexin 3 （Panx 3 ）はギャップジャンクションパネキシンファミリーに属するチャネル分子であ
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る．われわれはこの Panx 3 が歯，骨，軟骨に特異的に発現していることを見出し，これらの細胞の分
化において重要な働きを担っていることを明らかにしてきた．さらに非常に興味深いことにこれらの組
織において Panx 3 がヘミチャネルとして細胞内の ATPをコントロールすることによって，それぞれ
の細胞の増殖と分化の切り替えに関わっている可能性が示唆された．
　また，われわれは多能性を有する骨髄由来あるいは歯髄由来の間葉系幹細胞がどのようなメカニズム
で細胞分化の運命決定がなされるのか，細胞外環境因子として細胞外圧に着目し細胞外圧によって誘導
される骨芽細胞，象牙芽細胞の分化メカニズムを明らかにすることを試みている．本日は現在進行中の
予備的知見もご紹介し，硬組織形成細胞の分化と細胞外環境因子について考察したい．
